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[現行本青義] {断簡音義} [正和司王;慎二議] {嘉!持本密議}
(悪、夫) にー鳥路皮下音符 鳥j践反 烏路!文
〔給翠〉 ~N之 副芦i之
(曾哲) 農護)支 議!習をj文 音昔
史記公曾蔵字額ー 史記公曾i境学習J
音赤 音赤 者議ミ
( f寺世) 才i払皮又如宇 夜i仰天又京1]字: 才師、)x又主IJ 才1弘J5Z:














とは、「曾哲 (i?J)Jについての条自と、 f語以j についての条目であ

























































































そして正和本に音義を書き入れた人は、本来の音義である f星援反 音昔j を
捨てて、この「音亦jだけを書き入れたのではないのだろうか。その結果、五
「者赤j のみが記され、嘉暦本にも「音ホjだけが記されることとなっ
















〔長乎〕 タノレ チヤフタノレヲ 時一タノレ
〔母〕 ブー カレ ナカ
一-本;ニハ静ナカレ
〔吾以〕 ーレ モツテスノレコト ーア
〔難針〕 ハ¥カノレ ブノレ ノ、¥カノレ ブノレニ /". '¥カノレ コタブノレ
(一一ー は、仮名 されてないこと






















































経典糠文七一巻、康治 }ギ錬巻首付、 il:f~J.六巻、 iぬ{寸J本晃子。



































































































に読んだ f周易所勘付j の「勘付j を具体的にいえば、すでに読んでおいた釈
文や正義の重要と思われることのメモ、抜書きなどが、 j司易の表(釈文)と
(正義)に書:き入れられていることを指すのであろう。 については、六月



























































本稿 f6 附論 資料から見た経典の読解と釈文の書き入れj を参照。これは単に
論謡音義の書き入れの如何という問題ではなくて、大きくは 1:本でし、かに中i請の学
的が受け入れられたか、ということとも関連するで、あろうの
(5 )日本i謁見在番問鯨iこは、 f論語十巻鄭立ちtJ と詑載されるが、果たして初本;に~"守
来されていたのであろうか。充分な検討をおこなっていないが、論語鄭?主が汀本に
もたらされていたかどうか続i習である
( 6) i暫(替)J '芋について昔義の皮切Jは{皐:般民jであり、広訟は f錫韻 先懇切j
とする。それに対して f音赤Jとなった場合、げれば広韻では f皆韻 悶J訂以;
であるから、 f哲(哲)J宇iこ f音赤j という告がつ;ずられることはありえないか
だi新簡;こは?音赤J のほかに「巣醸皮 音昔j とあり、「昔jであれば広鋲ほ f台
頭、 思、積j支j となり、「錫韻 先犠;反j と近くなるつ
また f哲(哲)について、陸Jr簡 入れられている青識は?忠勝反





















其1~疏瓦ニ行/、レシノ 経ナリ j という。













モよ持寺立正三義についての抜喜悉主きを作り、それを f生捷j;こ、 ?本経裏j というから、
毛持正義とは別本の f毛詩j の暴言{見Hi三番き付けさせたのであろうっ
(11 )事者;土最近新たに論語微子第断簡一葉を;取得したの断簡には、オコト点が用い
れていることから見て、鎌倉時代のものと推定されるが、カナが多時され、音義
の書き入れが見えないことなどから、本断簡より書写時期は下るのではないかと考
えるn 新得断簡については、機会をあらためて紹介するつもりである。
(大妻女子大学)
(13) 
